
（２）「賀川豊彦の妻・ハル
　　～女性・信仰・社会～
　　生涯編」
 Ｍ．Ｉ
＜初めに＞
　賀川ハル（1888－1982）は、明治・　　　大正・昭和期を通じて、社会事業家・　　思想家として著名な賀川豊彦（1888－1960）の妻となる女性です。ハルの自伝、講演、小説、日記、手紙や、ハルに関連する新聞・雑誌記事などを集めた『賀川ハル史料集』全3巻（緑蔭書房）に　　　よって、ハルを知ることができます。
＜ハルの家族＞
ハルの自伝や日記によると、ハルは　　3人の妹たちと共に、両親の愛情あふ　　れる家庭に育ったようです。自伝や日記には、同じ会社で働き始めたばかりの　娘が気がかりで、働いている娘の様子をそわそわと見にくる父親の姿や、夕食　時に4人の娘のにぎやかなおしゃべりに耳を傾けている母親の姿が描かれて　　います。特に母親は、ハルが結婚後、　　夫と共にスラムでの救済・伝道活動に　入ってからも、スラムにお菓子を差し　入れしたり、ハル夫妻の活動を実際に　手伝うなど、協力的な方だったようです。妹たちも、また、信仰を持ち、ハル夫妻のスラム活動を支えました。妹たちの内の一人は医師となり、スラムにある無料　診療所の働きに尽くしました。他の一人はスラム活動中に病気の為、亡くなり　　ました。
＜ハルの信仰＞
横浜に住む父の姉であるハルの伯母・村岡はなは熱心なクリスチャンで、　　ハルが学校に行く前から、キリスト教の本が伯母から送られてきたといいます。
また、ハルの勤務先では、聖書の製本やキリスト教トラクトの印刷を行っており、ハルも会社で印刷されるキリスト教　　伝道のトラクトを読んでいました。しかしこの頃は、ハルはキリスト教が嫌いだったといいます。その大きな理由は、この　　信仰の篤い大好きな伯母・はなが、病気のために亡くなったことにありました。
なぜ、信仰の篤い伯母は死んでしまったのか。どうして神様が伯母を助けて　　下さらなかったのか。ハルは悩み続け　ます。その葛藤の中で転機となったのが、後に夫となる賀川豊彦の説教でした。　印刷工場社内で設けられていた毎週月曜日のキリスト教の礼拝に豊彦が牧師と　して訪れたことで、二人は出会いました。ハルは豊彦の説教を通して、神の御計画がそれぞれにあり、神の愛は決して変わることがないことを知りました。
そしてついに、信仰の決断をする日が来ます。その日、ハルは豊彦のスラムでの路傍伝道を見に行き、そのまま教会での礼拝について行きました。ハルは教会の中には入らず外に立って豊彦の説教を　聴いていましたが、イエスの十字架が　語られたその説教を聞いたとき、ハルは「障子の外でイエスの愛に涙を流して」イエスに従っていく決心をしたといいます。ハルはその時のことを、このように記しています。ハルが24歳の時でした。
＜ハルの結婚＞
信仰を持ったハルは、豊彦と仲間たちが活動していたスラムの働きを手伝うようになり、信仰をもとに人々に仕えていく　というビジョンを同じくする二人は、　25歳で結婚します。
　二人は仲の良い夫婦でした。ハルの　新婚当時の日記には、その日家を留守にしている夫を思い、「留守の夫が恋しい　恋しい。我儘を有り丈云はれてもうれしい。叱られても喜ぶ」と、二人の仲の良さがうかがえる様子も記されています。また、62歳の時に豊彦がハルに送った「わが妻恋しいと恋し／三十九年の泥道を　ともにふみきし妻恋し」で始まる「妻恋歌」には、豊彦の広範な社会事業を支え、苦難を　共にしてきた妻に対する感謝と愛おしさがあふれています。
＜共立女子神学校＞
結婚の1年後に豊彦はアメリカのプリンストン大学に留学し、ハルはその同じ3年間を、横浜にあった共立女子神学校で寄宿生活を送りながら、キリスト教の　学びをします。10代の頃、経済的な事情で進学をあきらめたハルにとって、共立　女子神学校での学びは、大きな喜びで　あったようです。
在学中の日記からは、聖書を体系的に勉強し、オルガンを習い、孤児院を訪問し、テニスをし、講演会に出かけ、近くに　　住む親せきの村岡家をしばしば訪ね・・と充実した様子が伝わってきます。
共立女子神学校を卒業後、ハル夫妻は再び神戸のスラムに戻り、活動を継続　します。また、スラム活動だけではなく、
労働者運動、農民運動、生活協同組合　　運動等、さらにその働きは拡大していきました。
＜ハルの育児＞
　ハルは結婚9年目の1922年に長男を　出産し、その2年後に長女、さらに4年後に次女を出産しました。ハル自身は、この時期は社会活動の第一線から離れて、育児中心の生活を送ったようです。例えば、1925年5月28日、長男が2歳半、その下に長女が生まれたばかりの頃の日記　にはこうあります。「純基（長男）、気分が悪いからとグズグズ云う。ベビーを置いて自分がママの膝を占有する。雨の合間に並木に出た。しばらくすると泣いて帰る」。過酷なスラム活動に迷いなく飛び込んでいったハルでさえ、2歳の息子のグズ　　グズに手を焼いて困っている、という　様子がほほえましくも感じます。
子育てが一段落する40代半ば頃に　なると、ハルは短編小説などの執筆活動も盛んに行うようになってきます。
＜晩年＞
72歳で豊彦が亡くなった後は、豊彦の事業を引き継ぎ、法人イエス団や雲柱社の理事長に就任します。また、幼稚園や　　教会等で、女性たちに向けた講演なども行いました。93歳の時、東京都「名誉　　都民」賞が授与され、94歳で亡くなり　　ます。信仰者としての歩みを全うした　生涯でした。
　　　　　　　　　※　次号に続きます。
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